















遍の制約，すなわち， coda constraint， consonant cluster constraintなど，によるものがある一














関してさまざまな説明が提案されてきている。規則による説明 (Chin-WuKim (1970)， B. 
Lee (1973))，音節末の閉鎖性にもとづくと考えるもの (C-W，Kim (1972))，音節化が関係し
ているという説(J-WChoe (1985))，モーラ理論による説明 (S-KKang(1992))，この削除は



















に支持されている。この素性構造において，ほとんど一致がみられるのは， Place， Laryngeal 


































































































































































(1a)は Sagey (1986)， (1b)は Archangeliand Pulleyblank C 1986)， (1 c)は McCarthy
(1988)そして(1d) Clements (1990a)である。本稿の議論では (le)にあげである素性構造の









/t/ /s/ /n/ /p/ /ch/ /kk/ 
R R R R R R 
h主on什
LA;lhtAL  Sp Sp Sp PL 
nas Lab s.g. c.g. Dor 
ここで，もし Supralaryngealnodeが，不必要なものであるという議論が正しいとして，
coronal consonantsのそれを Placeと置き換えたとしても，議論にはまったく影響はない。こ























(3) a. p(s) : /kaps-to/ [kap'tto] ; /kaps-i/ [kap'ssi] 'the price' 
k(s) : /n~ks-to/ [n~k'tto] ; /n~ks-i/ [n~k'ssi] 'the soul' 
b. 
n(c) : / anc-ta/ [antta] ; / anc-a/ [anja] 'to sit down' 
n(h) : / manh-ta/ [mantha] ; / manh-i/[ma:ni] 'to be many' 
l( th) : /halth旬 /[haltta]; /halth-a/[haltha] 'to lick' 
(l)k : /ilk-ta/ [ik'tta] ;/ilk-~/[ilg~] 'to read' 
(l)p : / palp-ta/ [pap'tta] ; / palp-a/[palba] 'to tread'3 
(l)ph : /ilph-ta/[ip'tta] ; /ilph-~/[ilph~] 'to recite' 
(l)m : / salm-ta/[samtta] ; / salm-a/[salma] 'to boil' 
l(s) : /tols-to/ [toldo] ; /tols-i/ [tolsi] 'the anniversary' 
l(h) : /ilh-ta/ [iltha] ; /ilh-~/[il~] 'to lose' 
朝鮮語でも， onsetに現れうる子音は， codaに立つことのできる子音より多しJ。このこと







からつぎの a，b，二つの条件が朝鮮語の codawell-formedness conditionsである。 (4b)は，音
節化の時に適用される条件である。
(4) a. R] 
八
[-cont] 





提案した，いわゆる， Linking Constraint (1986， 331)から自動的に導かれる。その制約は，
つぎのように規定されている。
(5) Association lines in structural description are interpreted as exhaustive. 
有気子音と濃音は(2)で見たように Laryngealnodeが指定されており， (4a)の条件は
Laryngeal nodeを構造記述に含まないので有気子音と濃音を排除することができ，一方[-







(6) a. [+cor， +cons]一一→ゆ/[+con;;]一一一一一{#， C} 







































る子音を削除する，いわゆる，普遍的な規約といわれる StrayErasure Convention (以下
SECと略す〉がかかわっているとする議論である。その浮遊音削除規約は Steriade(1982)に
おいてつぎのように規定されている。














(8)6 /palp-切/一一→/palp-t~/ 一一→ [palda]














(10) a. /kaps-to/-Onset Rule-→/k~ps -切/-Coda Rule一→/~~ps -~~/一→
~. ~' ， ¥lI ~ 
一一Tensing一一→/~aps -tt9/ー一一SEC-一→/kap-tt9/ [kap'tto] 
¥V ¥f ¥V ¥j 
s s s s 
b. /palp-ta/-Onset Rule一一→/p~lp -~a/-Rule (9)一一→/pap -t~/一一→
~. ~' ， .~. ~ 
Coda Rule一一一一→/pap -~a/-Tensing一一→/pap-tta/ [p旬、ta]





















ω a. /t~lm-k<?/-(9)一一→ */t':l~-ko/ ‘to resemb1e' 










































































































c. / chi1k-<;>ri/-Onset-→/  c Þ.i1~-o~i/-(9)not app1y--→*  [chi1kori] 


































/i1k -t~/ 一一→/i1k -~'!-/一一→/i ~- ~a/ [iktta] 
¥ r 'I¥'{ 'I\.~ 
μμμμμ 句
し/ I .V ) 
↑¥ 
f f 









い子音の連続があらわれるときも，音節化により正しく coda子音を選ぶことができる 2 すな
しカーし，
モーラが与えられなくとも， coda conditionを破らなければ音節化されることになる 3わち，
























(14) a. /pel1p-a/ -Mora-→/  pa1p-el/-Onset一一→/pa-pa/* [paba] I . l' ， . I . l' ' 'v .~ μ 
fμ1 ~ f 
b. / pa1p-a/ -Onset一→ /pa1pa/一 一→/pa1pa/ [pa1ba] 
I -I . -~ -~ -¥lf、μ 
!? ? ? 




















この分析は， O-G Kang (1992， 1993)が提案しているものである。この分析の特徴は，音韻
語 (phono1ogica1word)とし、う概念を導入していることである (Zec(1988) ， Inke1as (1988))。こ
の概念によって， (11c)にあげたような今までの分析では問題となっている現象に自然な説明












a. N[N[hilk]N[ ane]] b. N[N[ talk]i] 
pw(b1ilk)pw(a1n1 e) pw(talk)i 
pw(t1aS lkV S t)
4 
























て，より限定し，子音連続に関する制約として， Sonority Sequencing Princip1eを定式化して
いる (Steriade(1982)， Se1kirk (1982)， Mohanan (1989))。これは，すなわち，音節適格条件とし
て仮定されている。この条件は以下の二つの条件からなる。
qり SonoritySeq uencing Princip1e 
a. Every syllab1e peak must be a sonority peak. 
b. A syllab1e may contain no more than one sonority peak. That is， progressive1y 





(18) a. p(s)， k(s)， n(h)， l(h) 
b . n(c)， l(th)， l(s) 























































/p/ /ph/ /k/ /1/ 
R 





























。 a. /kv s aps tv s o/ /t1os ls t1 os/ c. /同1slk/+/ss lmv s i/ 
Onset 
Coda 
}zVas ps-t1 o s
'v ~ /~νas IK/+/es lmv s i/ 
S S 
SEC RFY YT /tVas k/+/s /amV s l/ 
resyll 
/tf勺寸















(Kaye， Lowenstamm， and Vergnaud (1990)， Clements (1990b) を見よ)0 Kaye， 
Lowel stamm and Vergnaud (1990)は子音連続を CIC2とするとき，その関係に関して形式
内提案をしている。彼らは， Cl， C2が同ーの音節内にないとき， Clは C2を支配する。この













ギリシャ語アッチカ方言では， coronal obstruentsはもし後に labialあるいは velarの子音
が続くときには， rhyme にあらわれることができない。この事実はつぎの例が示している。例
は， Ito (1986， 104， 106) より引用する。
。1) pe-pe:th-k-a-→ pepeka '1 have persuade' 
ke-komid-k -a-→ kekomika '1 ha ve provided' 
e:nut-k-a -→e:nuka '1 have accomp1ished' 
(2) ok-to:‘eight' 
a-elp-tos 'unhoped for' 








英語がこれと同じような例を提供してくれる。 Scheinand Steriade (1986)の議論している
ところによると，英語の規則はラテン語起源の前接辞 ~sub~， ~ob~， ~ad~ の最後の子音を
non-coronal obstruentsの前で削除される現象がある。つぎのような例がこの事実を示してい
る。






























































Labial-coronal (CI-C2)， Dorsal-coronal (CI-C2)としづ連続は，ギリシャ語の例で、みたように
支配関係が C2の方が構造が簡単であるので成立可能であり，許される。しかし，朝鮮語でみ


















b. smereo-一一→ mereo'deserve' slu: brikus -一一→ lu:brikus‘slippery'
snurus -一一→ nurus‘daughter-in-law'











guk piztu -一一→ gupiztu‘welight' 
bat-gar --→ bakar‘single' 
bat-naka一一一→ banaka‘oneby one' 








理論によって， Placeあるいは， SV結節が未指定な，言い換えれば， Sp に支配される結節を
もたない分節音が削除されることを明示的に示すことができると論じた。この分析により，朝
鮮語では，なぜ音節形成の普遍的原理である SonoritySeq uencing Principleが直接的な説明を











属すると考えられている。わたり音は共起する子音との聞に制約があり， /pw， ty， cy/は排除され
る。もしわたり音が子音とともに Onsetを形成すると考えるならば，この制約は一般的原則である
OCP (Obigatory Contour principle)によって説明できる。わたり音は [+son，+cons]という素性を
もっており， onsetの位置を占めると考えるのが妥当であると考える。
2.本稿ではつぎのような略号を用いる。 Root=R， Supralaryngeal=Sp， contin-uant=cont， Place=PL， 
consonant = cons， nasal = nas， sononant = son， labial = lab，coronal = cor， dorsal = dor， V ocalic = V oc， 
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FEA TURE GEOMETRY AND CONSONANT CLUSTER 
SIMPLIFICATION IN KOREAN AND OTHER LANGUAGES 
ABSTRACT 
Hideyuki Hirano 
The process of consonant cluster simplification is traditionally analyzed by phonological 
rules and has been recently accounted for by a liquid deletion rule and Stray Erasure. The 
present paper examines these analyses， points to their problematic aspects， and offers a 
new principled explanation of consonant cluster sirnplification. It argues that the deleted 
cosonants are structurally simpler than other consonants in Korean. It is shown that the 
process of consonant deletion in other languages is also subject to the complexity of 
segロlentstructure. 
(東北大学教授〉
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